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注
１　 本稿は筑波大学日本語日本文学会第42回大会パネルディスカッション「借用語と日本社会」における
基調講演「外来語の文法研究・形態論研究」をベースに、未公刊の部分をまとめさらに加筆・修正し
たものである。外来語動名詞に関する研究については田川（2016、2018b）を、それぞれの語種（和語
／漢語／外来語）の関係・対応に関する研究については田川（2018a）を参照。
２　 日本語研究ではよく「語種」が用語・概念として用いられるが、日本以外の言語の研究では語彙層 
（lexical strata）という用語・概念が用いられることも多い。本稿の内容に関しては両者の違いは問題
とはならない。
３　 中間構文では逆にラテン系の動詞が生起可能で似た意味のゲルマン系の動詞が生起できないという記
述もある（加賀 （2001）：176）。
４　 元は格闘ゲームで気絶したキャラクターの頭上にひよこが表示されることから、その状態を指す語で
あったが、そこから「ひどく弱った状態にある」「強いショックを受けている」といった一般的な用法
も出現した。
５　 オノマトペは形容詞か名詞かの判定が難しく例を挙げなかったが、少なくとも２モーラ反復形では名
詞として安定しているものが多いようである。
６　 ナ形容詞が本当に動詞の場合のスルに相当するほど迂言的であると言えるかどうかについては、検討
― 38 ―
の余地がある。また、本稿では名称として「形容詞／形容動詞」ではなく「イ形容詞／ナ形容詞」を
用いる。後者がより語の形態が分かりやすい用語だからである。
７　 外来語のイ形容詞の少なさについては、茂木 （2018）に指摘がある。
８　 若松（2018）で指摘されている英語の“the”の借用も、日本語においては接頭辞として研究できる可能
性がある。
９　 林（2015）で取り上げられている「プチ-」「ミニ-」も漢語に付く例が多く挙げられている。
10　 これらの接頭辞の性質や先行研究については、田川（2007）とその引用文献を参照されたい。
11　 以降、本稿で言及する「嵐」はすべて日本のアイドルグループを指す。「嵐」はファンやメディアへの
露出が多いためか、用例の数が多く語形成にも良く用いられていて観察・記述に有用であるため用い
ており、「嵐」を取り上げているそのほかの理由は特にない。
12　 web検索では「ウルトラかわいい」のような例が複数見つかったが、この場合の「ウルトラ」が接頭
辞なのか副詞なのかは検討が必要である。
13　 「メガ-」については英語の“mega”にも「ものすごく大きい」という意味がありそれが借用された可能
性があるが、「メガ-盛り」よりさらに大きな量を「ギガ-盛り」「テラ-盛り」等と名付けるケースがあり、
これは「メガ-」を単位を表す表現として捉えさらに大きな単位を表す「ギガ-」「テラ-」を用いている
ものと考えられる。
14　スマートフォンアプリ等に用いられるデジタル専用の『大辞林』であり、書籍版は刊行されていない。
15　 「自分で麺を茹で（あるいは茹でた麺を受け取り）出汁をかけ、自分の好きな具を選んで生産する形式
の讃岐うどん店。香川県などに見られる店舗形態。セルフ店。」と説明されている。
16　 日本語を含む多くの言語で範疇変化に関わる派生接辞は接尾辞に多く観察されることが指摘されてき
た。たとえば伊藤・杉岡 （2002：2-5）等を参照されたい。
17　 正確な形態分析を行うといくつかの形態は仮名だけでは表記しきれないため、ローマ字表記を用いて
いる。
18　 英語でも “comical-ize”という派生自体は可能であるが、元が形容詞“comical”なので日本語の「コミカ
ライズ」のように「漫画化する」という意味にはならないと考えられる。日本語で「コミカライズ」
になった要因としては、名詞“comic”に“-ize”を付けた場合の音（「コミサイズ」か「コミカイズ」）が「コ
ミック」とかけ離れているように認識される、「小説化する」を意味する「ノベライズ （novelize）」が
あるので語尾が「ライズ」となるパターンが定着しやすかった、といったものが可能性として考えら
れる。
19　 この例は上村圭介氏（大東文化大学）の指摘による。
20　 一方で「ハマダー（浜田（雅功）のような格好・服装をする人）」のような例も早くからあったことから、
接尾辞として「-aa」の形態が存在していたことが分かる（福盛貴弘氏（大東文化大学）の指摘による）。
「シノラー」「バックラー」は元の語に子音/r/が含まれているので、異分析の例と言えるかどうかはさ
らに検討が必要である。
21　 玉元（2019：68）で金武方言に存在する類似の接尾辞の形態を-jaaとしているのを参考にした。ウチナ
ーヤマトグチにはいわゆる伝統的な琉球語の語形成を反映しているものと、ウチナーヤマトグチ特有
ではないかと思われるものが存在しており、ウチナーヤマトグチにおける当該の接辞の形態について
はさらに個別の検証が必要であろう。
22　 Instagram等のSNSを介してタピオカと「タピる」が広まったということが背景にあり、「タピオカ関連
飲食物の写真を撮ってSNSに公開する」ところまでを意味するのではないかと推測される例もあるの
だが、この問題には深く立ち入らない。
23　 以下、「タピる」の用例はすべてTwitterから採取したもので、引用方法はMLA Citation Guide （8th 
Edition）（https://columbiacollege-ca.libguides.com/mla/socialmedia）の書式を参考に日本語用にアレン
ジしたものである。また、話者名に含まれている絵文字は省略した。
  （たがわ　たくみ　筑波大学）
